
系統間交雛紅豚 (W L )の 育成方法と無殖能力

(畜拭  中 小家畜部)

1 .背 景とねらい
系統遺成中の大ヨークシャー紙は、極めて発宵がよく、全体の能力としても、先に遺成されたランドレー
ス植イワテハャチネとほぼ同尊に改良され、昭和62年 に系統策定を受ける予定となっている。この系統を
効率的に利用するためにはその特徴をいかした飼養管理マニュアルが必要である。1-方 、肉豚生産農家では、―代館種母豚の利用が一般的であり、本県造成に係わる系統豚は、この一代雑
栖母豚を生産するために利用されるものである。
これらの系統阿の交継概の普及促進を図るための指導上のマニュアルを作成するため、今回は系統田交粧
橋豚(W L )を 用いて、母豚としての育成方法及びその繁殖能力並びに去勢豚の産肉性について検肘したので
参考に供する。
2.技 術の内容
(1 )無 殖用は豚の育成方法
亨  制 限給郎開始時期と飼料給与の目安
制限給郎は、群の平均体重601t g ( 1 0 0日齢)で開始する。体貫801【gからの制限に対し、7ヶ月齢(休重
120 k g )までの発育、初回発情出現状況で差がなく、飼料給与量が1頭平均1001【g節減できる。(表3、
4 参照)                 。
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( 7 ) 7ヶ月齢までに、発t宙又tよ尭t宙様徴限を示したのは、供拭豚28頭の内26頭でその出現率は93 %で あ
つた。                         ・
(イ)( 7 )の供拭豚28 E Xを7ヶ月齢で、現地く野田村農協有豚舎)に移動し輸送中の事故でl E R廃用した以外
は、すべて受胎した。

(' )供拭豚は、頭那軽 く、体の仲び、深み、幅のあるよく揃った豚であり、種豚として適格なものであ
た。

(2 )交 雑種豚(W L )の 繁殖能力(表5, 6参照)                      ・
本県造成系統豚問の交雑種母豚くWL )に デュロックI頭サクラ20 1 (農水省自河種4党茨城支場造成)の姓を

交配しての猟殖能力は、表2に示す通り良好なもので、黙殖母豚としても十分な能力を持っている。

表2 Ft鶴何交推ra琢(WL)のX殖陀力
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3 .指 導上の留意点
(1 )育成朋における飼育は、群飼(6～8頭)でよいPJ t、1頭当り1. 2 m 2以上の床面積を確保すること.
( 2 )群飼での伸l限給郎では、操食時の統合を避けるため、1頭毎操食可能な1可情tとすることが望ましい。
(3 )飽食期、制限川】ともに生享(1 . 5 k g /頭)あるいは、ヘィキューブ(0。lk g /頭)を与えることが望ましい。
(4 )体重60 k gからは、運動を兼ねた放し飼いを3‐4時間/日 行うことわ!望ましい。
(5 )本試験では、検定飼料、子豚育成飼料を7ヶ月齢まで通して給与 したわF、体童60 k 8からはほ豚用嗣辞|を
用いてもよい.
市販の種豚用飼料の栄譲成分は、検定飼料の成分に近いものが多いので、表1の検定飼料の給与量が目
安となる。(使用飼料の栄養成分により給与量を提減)
( 6 )上記猟殖供用雌豚くWL )の 同腹去勢豚の産肉ll g力は表7の通 りであり、肉豚として出席する際の参考と
されたい.

4 ,関 連試験採題名
(1 )豚 の地域環境別選抜試験(第2次 )
( 2 )優 良交維頼R家の飼料通応性と産肉性

5。 参考資料
北海道立滝川畜帝t年報 昭 和59年

R家系統造成会搬資料  ( S 6 1 )
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6.試 験成績

演3 路殖用Rぼ百戒期における兜百状況
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8018制限区て1研軸送事故により廃用した。

分腕鳴朋はSG:.7,21-9.25である.

交配田出露は、D(''ラ201)4頭を用いた。

硬次tよ、初産である。

ス政は、野田常宮路有瞬台において、自慶レベルの用由方式により実陀した。

2m辞飼で、市転飼村区は90kgから検定11拭に切暫えた。
1寓料は、検定:新属産肉,こ力検定用11料くTDN70、OCP12.7)
市販:市販の子ぼ百成用飼‖(TDH77、DCP13.0)である。
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